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教 育 委 員 会 定 例 会 

 

日時：平成 25年６月 20日（木）午前９時 29 分～ 

場所：教育センター ２階 204 会議室 

 

出席者：教育委員  早藤義則、石井紘一、山本明峰、小松泰子、篠原通夫 

 

事務局及び説明者   岩本事務局長、山浦課長、朝倉課長、小野副課長、長田指導主事、 

石倉図書館長、池田副主幹 

 

会議録署名委員：   早藤義則、山本明峰 

 

委員長 皆さん、おはようございます。定刻より１分程前ですけれども、皆さん揃いましたので

６月の定例会を始めたいと思います。天気の方はあまり芳しくないのですけれども、これか

らは天気も良くなるということです。社会教育の行事も進んでおり、また、学校の方もいろ

いろな行事が始まって、生徒達もようやく落ち着いて来たかなというような話も伺っており

ます。皆さんも学校の中、あるいは地域の方々からもいろいろと情報を得ているかと思いま

すが、そういうものも踏まえまして、本日の協議に生かして頂きたいと思います。それでは

早速、本日の議事録署名人を指名いたします。本日の議事録署名人は、わたくし早藤と山本

委員、お願いいたします。続きまして、議事録の承認に入ります。 

 

  議事録の承認 

委員長 それでは、議事録の承認について、２件一括してお願いしたいと思います。平成 25 年５

月教育委員会臨時会議事録及び５月教育委員会定例会議事録の承認について事務局から説

明をお願いします。 

小野副課長 それでは説明いたします。５月臨時会及び５月定例会の議事録につきましては、事

前にメールで皆様へお送りしております。臨時会の議事録につきましては、特に訂正等はご

ざいませんでした。定例会の議事録につきましては、訂正箇所がございますのでご説明いた

します。３ページ目の 25行目、４ページ目の３行目、５ページ目の 10行目、15 ページ目の

４行目及び６行目の字句を訂正いたしました。訂正箇所は以上でございます。それでは議事

録の承認につきまして、ご審議の程よろしくお願いいたします。 

委員長 ただいま事務局から説明がございましたが、質問、ご意見等ありますでしょうか。 

委 員 質問等なし 

委員長 質問等ないようですので、承認でよろしいでしょうか。 

委 員 全員異議なし 

委員長 異議がないようですので、議事録につきましては承認されました。 

委員長 それでは、早速、本日の議事に入ります。案件は、報告事項、協議事項、議決事項、そ

の他がございます。協議に入ります前に、皆さんにお諮りいたします。協議事項の２番「湯
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河原中学校の事故について」、そして議決事項の１番目「平成 25年度要保護・準要保護児童・

生徒の認定について」、そしてその他の案件につきましては個人情報等の問題がありますの

で秘密会としたいのですが、いかがでしょうか。 

委 員 全員賛成 

委員長 それでは、協議事項の２番と議決事項の１番、そしてその他の案件については秘密会と

させていただきます。それでは、早速、案件に入ります。 

 

（１） 報告事項 

① つばめの観察会について 

委員長 それでは、つばめの観察会について報告をお願いします。 

朝倉課長 それでは、資料１に基づいて説明をいたします。 

    （資料に基づき、内容を説明） 

・ ６月２日（日）に開催したつばめの観察会の結果について報告 

委員長 ただいま、事務局から説明がありましたが、皆さんの方から、質問、ご意見等あります

でしょうか。 

委 員 質問等なし 

委員長 特に質問等がないようなので、次の案件に移ります。 

 

② 少年少女砂の芸術大会について 

委員長 それでは、少年少女砂の芸術大会について報告をお願いします。 

朝倉課長 それでは、資料２に基づいて説明をいたします。 

    （資料に基づき、内容を説明） 

・ 平成 25 年度少年少女砂の芸術大会開催要項の内容について説明 

・ 開催日時：平成 25年７月 14日（日）予備日なし 

・ 真鶴町子ども会から参加の意向あり 

委員長 ただいま、事務局から説明がありましたが、皆さんの方から、質問、ご意見等あります

でしょうか。 

小松委員 注意事項６番にある「日射病」という言葉は、最近、あまり使わないと思います。「熱

中症」の方がいいのではないかと思います。 

朝倉課長 わかりました。熱中症に訂正いたします。 

委員長 他には、何かありますでしょうか。 

委 員 特になし 

委員長 それでは、私の方から２点ほど質問いたします。先ず、申込み方法で、真鶴町の子ども

会のみ特別な項目がございますが、確か今までは真鶴町だけでなく他の地域、確か足柄の方

とか小田原の方とか山北町からも参加していたと思いますが、それらの地域については真鶴

町と同じような案内を提示しているのか、真鶴町だけ特別にこのようにしたのか、そのこと

はどうでしょうか。 

朝倉課長 先日、この開催要項をもちまして、協議会の方と会議を持ったのですが、その時点で

は、真鶴町の子ども会以外の子ども会の参加の話は出ませんでした。 

委員長 要するに、この要項ですと真鶴町の子ども会だけに限っていますが、今までは他の地域
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の団体が参加しているので、例えば、町外の子ども会とか、町外の団体という項目にすれば、

これが全て当てはまると思います。もし、他からの参加申込みがあった場合は、どの様に対

応するのですか。 

朝倉課長 申し訳ございません。確認させていただきます。 

委員長 それでは、もう１点。これは、第何回になりますか。サーフ９０からスタートしている

ので、かなりの年数になると思うのですけれども。 

朝倉課長 確認させていただきます。 

委員長 他に質問等ございますか。 

委 員 質問等なし 

委員長 特に質問等がないようなので、次の案件に移ります。先程の件は分かった時点で報告を

お願いいたします。 

 

③ 放課後子ども教室（放課後まなび教室）の実施状況について 

委員長 それでは、放課後子ども教室（放課後まなび教室）の実施状況について報告をお願いし

ます。 

朝倉課長 それでは、資料３に基づいて説明をいたします。 

    （資料に基づき、内容を説明） 

    ・ 学年別登録児童数、延べ人数等について説明 

委員長 ただいま、事務局から説明がありましたが、皆さんの方から、質問、ご意見等あります

でしょうか。 

石井委員 平成 25 年４月から登録児童数が 33人となり、５月の参加児童延べ人数も増えていま

すが、これは、この制度が浸透してきて、なかなか好評だという理解でいいのですか。 

岩本局長 校長先生から聞いた話ですと、好評なので人数が増えたと聞いています。 

小松委員 学習アドバイザーというのは、どういう方でしょうか。ボランティアの方との違いは

何でしょうか。 

朝倉課長 学習アドバイザーの方は、特に教員の資格を持っていなければいけないという条件で

はありませんが、現実には、この３人の学習アドバイザーは教員の免許を持っています。ボ

ランティアの方につきましては、保護者の方が多いようですが、大学生の方もおりまして、

学習アドバイザーの補助的な役割といいますか、そういうことをしていただいております。 

小松委員 この方達の報酬は、どうなっていますか。 

朝倉課長 ボランティアの方は、報酬はございません。学習アドバイザーには、賃金という形で

報酬がございます。 

委員長 この案件について、教育長から補足説明をお願いします。 

教育長 現状の所は把握できていませんが、これがスタートした時は、学習アドバイザーにつき

ましては保護者の方で教員免許を持っている方が何人かいらっしゃるので、それらの方に声

を掛けてやっていただく、また、それをサポートする方も必要だということで、このような

形で動き出したと聞いています。 

委員長 学習アドバイザーとボランティアスタッフの違いというのを、今の教育長の説明ですと

教員免許のある方がアドバイザー、それ以外の方がボランティアという形でスタートしたと

いうことですけれども、できればもう少し詳しい内容について説明をお願いします。 



 4

小松委員 前回は、東台小学校で同じような教室をやっていて、それは１年生から６年生が対象

だったんですけれども、湯河原小学校は何故４年生から６年生が対象になっているのですか。 

委員長 それでは、教育長から放課後まなび教室とそよかぜきょうしつと学童保育について、説

明をお願いします。 

教育長 学童保育は前回ご説明したとおり１年生から３年生までが対象となります。次にできた

のが東台のそよかぜ教室で、これは厚労省と文科省の両方の事業で、１年生から６年生を対

象に、登録制で、その教室に行って、いろいろな事をやったり、指導員の方と一緒に遊んだ

りして放課後の時間を過ごすものです。そして、一番新しい湯河原小学校の放課後まなび教

室は、もともと湯河原小学校が立ち上げたいということで、国の制度を何とか上手く使えな

いかということで、町の方も協力して始まったものです。４年生から６年生までの子ども達

の放課後の勉強について、どの子にも塾に行かなくても、そこに行けば勉強ができる所、学

習ができる所というような教室を国の制度を使ってやっていくというものです。本来、国の

制度では、このまなび教室というのは１年生から６年生までを対象にしておりますので、ま

だスタートしたばかりということもあり、その辺でまだクリアーできていない部分がありま

す。 

委員長 よろしいでしょうか。 

小松委員 学びのサポートであれば、やはり低学年で２年生の九九とか、そこでつまづいている

子って算数が苦手になってしまったりするので、対象が低学年に下がっていけばいいなと思

います。 

委員長 放課後まなび教室が湯河原小学校でスタートしたその背景をもう少し話していただくと、

もう少し分かりやすいのかなと思います。中学校に入る時に、小学校での学習が十分でない

まま入ってきている。その対応策としてというのが背景だったように記憶しています。そこ

で、先ずできる所からということで始まったというように聞いております。よろしいでしょ

うか。 

小松委員 はい。 

委員長 他に、この件につきまして、質問、ご意見等ありますでしょうか。 

委 員 質問等なし 

委員長 特に質問等がないようなので、次の案件に移ります。 

山浦課長 委員長、よろしいでしょうか。 

委員長 どうぞ。 

山浦課長 先程の、砂の芸術大会の件ですが、前年度参加した子ども会には打診はしたそうです。

ですが、今年度は都合が悪く、参加することができないということです。案内につきまして

は、今年度参加することができなかった所にも、ご案内はしているということです。 

委員長 要するに、先程の要項の中の真鶴という項目は、町外の団体という意味で理解してよろ

しいのですね。 

山浦課長 そうです。 

委員長 わかりました。ですが、要項としては、真鶴と指定しない方がいいと思います。 

朝倉課長 わかりました。「町外の子ども会」と訂正したいと思います。 

委員長 子ども会以外の団体が参加することもあるでしょうから、児童または団体とした方が良

いのではないかと思います。 
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委員長 他には、何かありますでしょうか。 

委 員 特になし 

委員長 それでは、特にないようですので、次の案件に移ります。 

 

④ 三原市・湯河原町親善都市子ども交流推進事業について 

委員長 それでは、三原市・湯河原町親善都市子ども交流推進事業について報告をお願いします。 

朝倉課長 それでは、資料４に基づいて説明をいたします。 

    （資料に基づき、内容を説明） 

    ・ 40 名の定員に対して 49 名の応募があり、６月７日に抽選会を行なった。 

    ・ 湯河原小学校、吉浜小学校、東台福浦小学校毎の参加人数を報告。３校以外の申込

み者は無かった。 

    ・ 今後の予定について説明 

委員長 ただいま、事務局から説明がありましたが、皆さんの方から、質問、ご意見等あります

でしょうか。 

委 員 質問等なし 

委員長 特に質問等がないようなので、次の案件に移ります。 

 

⑤ ポートスティーブンス市中学生派遣事業について 

委員長 それでは、ポートスティーブンス市中学生派遣事業について報告をお願いします。 

朝倉課長 それでは、資料５に基づいて説明をいたします。 

    （資料に基づき、内容を説明） 

    ・ 16 名の応募があり、５月 24 に選考試験を行ない、６月 10 日に６名の参加者が決定

した。 

    ・ 今後の予定について説明 

委員長 ただいま、事務局から説明がありましたが、皆さんの方から、質問、ご意見等あります

でしょうか。 

委 員 質問等なし 

委員長 特に質問等がないようなので、次の案件に移ります。 

 

⑥ 社会教育課（７月～９月）の事業計画について 

委員長 それでは、社会教育課（７月～９月）の事業計画について報告をお願いします。 

朝倉課長 それでは、資料６に基づいて説明をいたします。 

    （資料に基づき、内容を説明） 

    ・ 事業計画について説明 

・ 昨年と違う事業としては、ポートスティーブンス市派遣事業関係と三原親善都市交

流事業が昨年は三原市の児童を受入れ、今年は三原市を訪問する事になっています。 

委員長 ただいま、事務局から説明がありましたが、皆さんの方から、質問、ご意見等あります

でしょうか。 

委 員 質問等なし 

委員長 特に質問等がないようなので、次の案件に移ります。 
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⑦ 美術館の夏休み事業計画について 

委員長 それでは、美術館の夏休み事業計画について報告をお願いします。 

朝倉課長 それでは、資料７に基づいて説明をいたします。 

    （資料に基づき、内容を説明） 

    ・ 夏休み期間中の事業について説明 

委員長 ただいま、事務局から説明がありましたが、皆さんの方から、質問、ご意見等あります

でしょうか。 

委 員 質問等なし 

委員長 私からひとつ質問があります。数年前までは、町内の様々な私設の美術館との連携を模

索した、そういう企画がございまして、ある程度成果を上げたというふうに報告を受けまし

た。今年の、この夏休み事業計画というのは、全て町立美術館の中での企画になっています

が、そういう夏休みだからこそできる、外との連携、町内の美術館あるいは箱根、真鶴辺り

を含めた地域の美術館との連携、そういうものは、この夏休み期間中の事業としての計画は

ありませんか。 

朝倉課長 すみません。確認をさせていただきたいと思います。 

委員長 それでは、その回答につきましては、後で報告していただくということでお願いします。 

委員長 他に、質問、ご意見等ありますでしょうか。 

委 員 質問等なし。 

委員長 特に質問等がないようなので、次の案件に移ります。 

 

⑧ 図書館の開館時間について 

委員長 それでは、図書館の開館時間について報告をお願いします。 

石倉図書館長 それでは、資料８に基づいて説明をいたします。 

    （資料に基づき、内容を説明） 

    ・ 図書館の開館時間についての検討結果について説明 

    ・ ７月 20日から８月 31日までの期間の金曜日（６日間）について、開館時間を午後

７時までに延長し、利用者サービスの向上を図る。 

    ・ 勤務態勢は、職員２名が時差出勤により対応する。 

委員長 ただいま、事務局から説明がありましたが、皆さんの方から、質問、ご意見等あります

でしょうか。 

委 員 質問等なし 

委員長 私の方から質問いたします。金曜日のみ１時間延長するということですが、この中に８

月２日が入っていますけれども、８月２日は町のやっさ祭りの当日ですので、ただ、金曜日

に決めたからということではなく、流動的に別の日に振り替えるというものがあってもいい

のかなと思います。また、これが何故金曜日であって土日ではないのかということがありま

す。この資料には曜日についての数字が出ていませんが、利用者については、実際に金曜日

が一番多かったからということなのですか。 

石倉図書館長 金曜日が実際に利用者が多くなっているのは事実です。また、今まで毎週金曜日

を７時まで延長していた経緯がございますので、利用者の方も金曜日という感覚が残ってい
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らっしゃると思うので、金曜日にいたしました。また、一般的にも金曜日の夜は、割と外で

というようなこともありますので、そういうことで金曜日にいたしました。 

委員長 今の話で、以前は金曜日が７時までだったので、それで利用者には理解しやすいだろう

ということですが、金曜日を７時まで開館することを止めたのはいつでしたか。 

石倉図書館長 試行期間の平成 23年１月から全部の平日、火、水、木、金を７時までにしました

ので、その時に全部の平日を７時までにしました。 

委員長 金曜日だけを、７時まで開館することを止めたのは、平成 23年の１月からということで

すか。 

石倉図書館長 試行期間を始めた平成 23 年１月から、それまでは金曜日だけを７時まで開館して

いましたが、他の火、水、木、金も７時まで開館するようになりました。また、金曜日が７

時までではなくなったのは、平成 24 年の９月です。 

委員長 全部の曜日が６時までになったというのが、去年の９月ということですね。 

石倉図書館長 はい。 

委員長 そうすると１年半前の状態に戻す形ということですけれども、この６時になったことで、

利用者のアンケートは取ってありますか。 

石倉図書館長 それは、取っていません。アンケートは１回取ったきりです。去年の７月、８月

にアンケートを取ろうとは考えたのですが、ちょうどその時にシステムの入れ替えがありま

して、そちらの方に業務を取られてしまいまして、申し訳ございませんが、アンケートは取

ってございません。 

委員長 ということは、利用者の声というものは実際にはわからないまま、６時にして、それで

今ここに来て夏場は開館時間を延ばせないかという話になって、この案が出てきたというこ

とですね。 

石倉図書館長 はい。あと利用状況を見てみますと、６時から７時まで利用される方が、去年の

夏も余り多くなかったということで、このように決めさせていただきました。 

委員長 ですから、これは図書館側の意向としてのものですよね。要するに利用者の声という意

味ではないですよね。 

石倉図書館長 申し訳ございません。アンケートは取っておりません。 

委員長 皆さんの方から、この件につきまして、質問、ご意見等ありますか。 

委 員 質問等なし 

委員長 特に質問等がないようなので、この件は終了いたします。今日は、せっかく図書館長が

来ておられるので、図書館について何かご質問等がありましたら、いかがでしょうか。 

山本委員 利用者が自由に使えるパソコンというのは何台ありますか。 

石倉図書館長 ２台です。 

山本委員 一人の人が張り付いてしまって、他の人が使えないような状況というのはありますか。 

石倉図書館長 今のところございません。後はＷｉ－Ｆｉというコーナーもございますので、ご

自分のパソコンを持って来られる方もいらっしゃいます。 

山本委員 図書館へ行きますと、かなりスペースが勿体ないように感じる場合があります。３階

なんか、もっと使い勝手が良くできるのではないかと感じます。パソコンを何台か置いてお

けば、例えばレファレンスサービスなどについては、ご自分でコンピュータ検索をしていた

だくと、結構分かると思いますので、そういう所の手も省けるのではないかなと思います。 
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石倉図書館長 管理面でのことがございまして、今あまり３階を使用していただくような形には

なっておりません。以前、３階を学習室にしておりましたら、いろいろな物が紛失したとい

うことがあったり、女性の方が一人で勉強しているということがございましたので、今は地

下の参考図書室と２階の方をご利用いただくような形にしております。ただ、今年度は防犯

カメラを設置する予算も付きましたので、委員が仰る点につきましても、管理面がしっかり

しましたら検討課題ということで、考えてみたいと思います。 

山本委員 コンピュータと書籍が一緒にあって、いろいろ調べ物をするみたいな形になりつつあ

りますね。 

石倉図書館長 はい。今そういう時代になって来ましたので、本だけでなくいろいろな物から検

索できるようにしていきたいと思います。 

山本委員 お願いいたします。 

委員長 他には、ありますか。 

小松委員 学生が、自習に使うというケースは多いですか。 

石倉図書館長 はい。今中学生が試験の期間だったようで、かなり多くの方が利用しております。

団体で来ますと、いろいろとお喋りとかしまして、そういうことはありますけど、中学生が

試験の時期ですとかなり利用しております。 

委員長 他には、いかがでしょうか。 

委 員 特になし 

委員長 では、私の方から質問します。先程の地下の参考図書室ですが、あそこは確かに多くの

人が自習しているようですが、不審な人が居るから湯河原のあの部屋は、ちょっと怖いから

行きたくないというような話も聞いています。そのため、他の図書館ではもっと監視の目が

有り安心なので、そちらに行っているという話も聞きます。そういう意味で、先程防犯カメ

ラを設置するということでしたけれども、現在の段階で、職員の見回り等の巡回については

どうなっていますか。 

石倉図書館長 カウンターの当番が、1 時間毎とか２時間毎に交代しますので、そのカウンター

に付く前に館内を廻って、見て歩くということをしております。 

委員長 では、１時間か２時間に１回位しか見に行かないということですか。 

石倉図書館長 あとは防犯カメラが地下と３階の会議室の方に付いておりますので、ずっと張り

付いて見ている訳ではありませんが、また、カメラも録画機能が付いたものではありません

が、時々画面を見るということはしております。 

委員長 では、防犯カメラでの確認はできているということですか。 

石倉図書館長 はい。ただし、ずっと見ている訳ではありませんが。 

委員長 でも、ずっと映像は出ている訳ですよね。 

石倉図書館長 はい。地下参考図書室と３階の会議室の２箇所については映像が出ています。 

委員長 それは、確認できる状況の所にモニターがある訳ですね。 

石倉図書館長 はい。事務室の真ん中くらいの所にございます。 

委員長 わかりました。巡回につきましては、職員が巡回するのが１・２時間に１回というのは、

中高生がかなり使っている所ですので、もう少し足を向けていただく方が良いのかなという

ふうに思いますので、そこはお願いしたいと思います。 

委員長 他には、ございますか。 
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山本委員 一つしかない図書館ですので、利用者についてはターゲットをある程度、絞らざるを

得ないのかなと思います。憩というか、そういうものも兼ねて雑誌などを閲覧するという方

もいるでしょうけれども、自宅で勉強の場所を確保できないような人をターゲットに絞って、

そういう人の、できるだけ使い易いような性格付けというのは、ある程度していった方が良

いような気がします。 

石倉図書館長 現在、60代以上の方が 80％くらいご利用いただいておりますので、他の年代、特

に若い方に向けて読書推進とか、若い方向けの活動をこれから少し考えていきたいと思いま

す。 

委員長 今、60代以上の方が 80％くらい利用されているということですが、それは、図書の貸し

出しに関する数字であって、学習室とか、そういう所の利用者の数字ではないですよね。 

石倉図書館長 はい。学習室に関してはもっと若い方が多いです。 

委員長 それで、その数字は出ていないですね。 

石倉図書館長 はい。 

委員長 そうすると、利用者というのは図書の貸し出しをした者だけが利用者ではありませんか

ら、そういう利用者についてもカウントができればいいかなと思います。例えば、昔の話に

なってしまいますけど、私達がまだ学生の頃は、図書館に行くときだけでも名前を記入して

から入るという作業をしていましたので、図書館では利用者全部をカウントできたかもしれ

ませんが、今はそういうことはしていませんね。 

石倉図書館長 今の図書館の状況では、そういった個人情報を求めるものはほとんどありません。

今パソコンを貸し出す時には、何かあってはいけないので、図書館の利用券とか免許証を見

せていただいて住所を書いていただきます。その他のものでは、そういう情報を求めるとい

うことはほとんどありません。 

委員長 何らかの方法が無くはないと思いますが。 

石倉図書館長 自由に使っていただくというのが、今の図書館のスタンスでありまして、利用者

の方にその都度書いていただくような手間とかは省いているような状況です。 

委員長 自由に使っていただくことは分かりますので、逆にこちら側の事務方がカウントすると

いうこと、例えばモニターのチェックなり、何なりということが、できなくはないと思いま

す。 

石倉図書館長 以前は、入館者数を数えるためにカウンターでどの位の人が入って来たかという

ことを数えていました。今後は、細かい事はできないかとは思いますが、例えば閲覧室等で

時間を決めて、この時間での利用者の方、例えば何十代の方が何人とか、簡単なそういう調

査でしたらできるかと思いますので、そのようなことはやってみたいと思います。 

委員長 そうですね。それは必要なことだと思います。先程、申し上げましたとおり図書館の利

用者というのは、本を読むだけ、あるいは勉強をするだけという人もいるでしょうから、本

の貸し出しをした者だけでは無いということで、是非、その辺の数字も挙げることで、図書

館の利用者は実際にはこんなにいるんだということを外にもアピールできると思いますし、

よろしくお願いします。 

委員長 他には、何かありますでしょうか。 

委 員 特になし 

委員長 特にないようなので、図書館の件は終了いたします。 
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山浦課長 委員長、よろしいでしょうか。 

委員長 どうぞ。 

山浦課長 先程の美術館の件ですが、委員長の仰るように夏休み期間中に、町内のアート施設と

の連携で、アートスタンプラリーというのを平成 21 年度に実施したそうです。ただし、そ

の後は、実施していないそうです。 

委員長 町外の美術館とはどうですか。 

山浦課長 町外の美術館とも実施していないそうです。あと夏休み期間中にというわけではあり

ませんが、他の美術館から展示物を借用して特別展を開催しております。 

委員長 美術品の交換はどこでも行っていることですので、そういうことではなくて、美術館の

紹介というもので、湯河原の美術館からアクセスがどのくらいで行けるとか、逆に町外の美

術館から湯河原の美術館へはこのくらいで行けるという、そういうものが以前はありました。 

岩本局長 チラシは確か作っていると思いますが、事業としてスタンプラリーみたいな事はもう

行っていないようです。 

委員長 わかりました。 

朝倉課長 委員長、よろしいでしょうか。 

委員長 どうぞ。 

朝倉課長 先程の少年少女砂の芸術大会が今年で何回目になるかというご質問でございますが、

今年で 24回目になるということでございます。 

委員長 24 回ということですが、今まで中止はなかったのですか。 

朝倉課長 そうですね、今年はたまたま予備日が無しということで、14日の当日が中止になると、

もうそれで中止となりますが、今までの 24 回の中で予備日が有ったかどうか、そこのとこ

ろは把握できておりません。 

委員長 わかりました。続きまして次の案件に入ります。 

 

    ≪石倉館長 退室≫ 

 

⑨ 就学相談について 

委員長 それでは、就学相談について報告をお願いします。 

長田指導主事 それでは、資料９をご覧ください。 

    （資料に基づき、内容を説明） 

・ 就学相談の実施について、平成 26 年度に町立小学校に入学予定の幼児の保護者に対

して、資料９①に基づき周知した。 

    ・ 就学指導委員会は、平成 25 年 11 月７日（木）を予定。 

    ・ 就学相談票について説明。 

委員長 ただいま、事務局から説明がありましたが、皆さんの方から、質問、ご意見等あります

でしょうか。 

山本委員 先程の、周知方法で漏れはありませんか。 

長田指導主事 幼稚園、保育園に通園をされていない方につきましては、保健センターと協力し、

保健師さんと情報交換をして漏れがないようにしております。 

小松委員 これは、あくまでも保護者からの申込みで、園の先生が気になる子が居ても、それを



 11

促すとか、そういうことは無理ですか。 

長田指導主事 その点につきましては扱いが微妙でございまして、当然、園の方で把握して、心

配だなと思っているご家庭及びお子様と、就学相談を申込まれる保護者の方が全てイコール

かというと、そういうことではございません。だた、園の方でも、就学相談のご案内を全員

に配る際に、例えば保護者の方がお迎えとかに来られた時に、今日お配りしましたが、心配

であれば、是非ご相談くださいというような形で、園の心配が保護者の方に伝わるよう、そ

こは、園のやり方とか、先生方の声掛けの仕方はまちまちだとは思いますが、一律に配って

終わりではなく、それなりの声掛けをしていただくように依頼をしています。その結果、就

学相談を受ける、受けないは保護者のご判断になってしまいますが、そのようなことはして

おります。 

委員長 他には、質問、ご意見等ありますでしょうか。 

委 員 質問等なし。 

委員長 私から、質問いたします。日本国籍でない方にこれが配られても理解できない所がある

かと思いますが、これについては、別の言語での説明等はありますか。 

長田指導主事 別の言語での説明は行なっておりませんが、園の方でも、そのようなお子様は気

にされていらっしゃいまして、口頭で、日本語ではありますが、説明をしていただいていま

す。また、昨年、早藤委員長から、スペイン語のお子様の就学相談にご協力をいただいた方

を、ご紹介いただきましたが、今年度も、既に１名、スペイン語が母語である保護者の方か

らの申込みがございます。就学相談の実施について完全に周知できているかというと、そこ

は疑問が残る所かもしれませんけれども、園の方と保護者の方と教育委員会で連携を取って、

できるだけ漏れが無いようにお伝えをしている努力はしています。 

委員長 この就学相談実施のお知らせの、頭の所だけでも、それぞれの言葉に直したらどうでし

ょうか。だいたい何語が必要かということは出ているでしょうから。たしか、地域政策課の

方に翻訳でボランティアの方がいらっしゃると思いますので、そこに、それぞれの言葉に直

して貰って、必要な時には渡せるようにしておいた方がいいのではないかと思います。そん

なに難しい事じゃないと思いますので、そういう依頼はしても問題ないのではないかと思い

ます。 

岩本局長 はい。地域政策課と協議をさせて貰って、できるだけ、出来る方向で検討させていた

だきます。 

委員長 これから入学する子達の親が何語かということを、幼稚園、保育園で把握している部分

だけでも調べればどうでしょうか。そんな数にはならないと思いますが。 

長田指導主事 そうですね。恐らく、英語、韓国語、スペイン語、タガログ語があると、かなり

の部分がカバーできるかと思います。 

委員長 ロシア語の方は最近はいらっしゃいませんか。 

長田指導主事 ロシアの方とお会いしたことはありません。 

委員長 それでは、もう一回それを確認していただいて、そんなに数が多く無ければ難しい事で

はないと思いますし、また、多分大きな市では、そういうことをやっていると思いますので、

そういう所の資料もあるかと思いますので、できたらお願いいたします。 

長田指導主事 ありがとうございます。また、ご協力をお願いするかもしれませんが、よろしく

お願いいたします。 
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委員長 それでは、特に質問等がないようなので、次の案件に移ります。 

 

⑩ 足柄下郡教育課題研究協議会事業について 

委員長 それでは、足柄下郡教育課題研究協議会事業について報告をお願いします。 

長田指導主事 それでは、資料 10をご覧ください。 

    （資料に基づき、内容を説明） 

    ・ 授業エキスパート養成研修について説明 

      町内学校では、東台福浦小学校１名、湯河原中学校２名の教諭が研修を行なう。 

      委員の方には、３名の教諭の研修をご参観いただき、ご指導をいただきたい。 

    ・ ファーストキャリアサポート研修について説明 

      管内の授業エキスパートとしては、湯河原小学校の教諭が 11月 11 日（月）に授業

を行なう。 

      委員の方には、11 月 11 日（月）の湯河原小学校教諭の授業をご参観いただき、ご

指導をいただきたい。 

委員長 ただいま、事務局から説明がありましたが、皆さんの方から、質問、ご意見等あります

でしょうか。 

石井委員 11 月 11 日（月）のファーストキャリアサポート研修は、何時から行ないますか。 

長田指導主事 詳細につきましては、要項等ができあがり次第、メールでお送りさせていただき

ますのでご承知おきください。現時点では、午後日程ということは決まっております。 

石井委員 授業エキスパート養成研修の湯河原中学校の２名の教諭の教科は何ですか。 

長田指導主事 １名は英語、もう１名は数学です。参考までに東台福浦小学校の教諭は体育で研

究をされます。 

委員長 他には、何かありますでしょうか。 

委 員 特になし 

委員長 それでは、特にないようなので、報告事項を終了し、協議事項に移ります。 

 

    ≪長田指導主事 退室≫ 

 

（２） 協議事項 

  ① 修学旅行に関する要望事項について（継続協議） 

委員長 継続協議となっております修学旅行に関する要望事項について説明をお願いします。 

教育長 平成 26 年度の修学旅行につきまして、報告します。 

    （口頭により内容を説明） 

    ・ ６月４日の３町の教育委員長と３町の教育長が出席した下郡教育委員会の総会にお

いて、修学旅行について話しをさせていただいた。 

・ 委員長からは、最終的にあり方検討委員会で平成 26年度は静岡方面を選んだ場合は、

湯河原町は下郡から抜けさせますという話しがありました。 

・ 修学旅行以外ではどうなるかという質問があり、それは３町一緒に行ないますとい

う回答をされました。 

・ 翌日、真鶴の教育長が下郡校長会の会長と修学旅行あり方検討委員会委員長に、湯
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河原町からの意見の内容を伝えました。 

・ 下郡校長会の臨時会があり、そこで８月の時期決定と 12 月の業者選定について確認

したところ、日光方面という形で決まっても、ぎりぎり間に合うようにはなってい

る。ただし、どの時期に日光に行けるか、例えば、今までのように５月とか６月に

行けるかどうかは分からない。時期については、明確ではないということでした。 

・ 下郡校長会で一番心配されていたのは、湯河原町だけが抜けてしまうことは、本当

に困る。本当にそれだけは避けて行きたいんだと話をされていた。 

・ 今後は、あり方検討委員会を進めていくにあたって、各学校に方向等のアンケート

を取り、それらを見て決定していきたいという話しをされていた。 

委員長 只今のことにつきまして、皆さんの方から質問、ご意見等ありますでしょうか。 

石井委員 今まで、我々が２年近く審議していた、その回答が明確でないという話をさせていた

だいた思います。なぜ、静岡に行かなければいけないかということ、そこがはっきりしない

とどうにもならない。そこが解決されれば、静岡だって構わないという話にもなりかねない。

委員長がどういう経緯で抜けさせると言ったのかは分かりませんけれども、そういうことの

明確な回答をいただきたい。それと、下郡から抜けるってことも、来年の４月から下郡とい

うものは無くなってしまいます。足柄下教育事務所も上郡の事務所と一緒になります。２市

８町と一緒になります。そのような状況の時に、下郡にこだわることはないんじゃないかと

思います。 

委員長 今の石井委員のご意見に対して、教育長の方から何かありますか。 

教育長 何で、静岡に行ったかということは、私としては下郡校長会の方から報告を受けて、委

員会でお伝えしたつもりですけれども、それが結果的には不十分だということ。また、あり

方検討委員会または校長会を開催した、その議事録等を見せて欲しいという話もあったよう

ですけど、私は、そのことも伝えたんですが、議事録等は出ないというので、その辺りを明

確でないということを言われましても、私の方では何とも答えようがありません。後は、地

震の方の心配、それも勿論下郡校長会に伝えました。そして、その対応については報告させ

ていただきましたけれども、この定例会では、そんなものでは生温いというような言い方を

されていましたが、一応、下郡校長会で考えていたことは伝えたつもりです。また、上郡と

下郡の事務所が一緒になるので、下郡３町にこだわることはないというご意見ですが、今ち

ょうど事務所の統合についての話し合いをしている所ですけども、やはり、上郡と下郡が一

緒になっても、研修での交流はなかなか厳しい部分があるので、その辺は、今まで母体とし

ている下教育事務所、小田原、下郡３町、その辺りが中心になって研修をやって行くんでは

ないかというように考えております。まあ、これは決定ではないので、憶測で話しをしてい

ますけども。 

委員長 他には、いかがでしょうか。 

委 員 特になし。 

委員長 この件について、一番危惧しているのが、地震もそうですし、原発もそうですし、富士

山の噴火もそうです。当初、３．１１の時に安全、安心な修学旅行の為にということで静岡

方面に変更した経緯は説明がありました。ところが、その後、むしろ安全、安心ではないと

いうのが報道関係、あるいは専門家からも指摘されている中で、そこにバスで下郡３町だけ

が行っている。これは、逆に危険度が高まっているのではないかという危惧が、特に湯河原
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の中では強くあるということですけども、それについての回答が、ただ単に津波対策として、

ホテルの階を上げた所に泊まるというものでした。それ以外の、バスに関してのもの、ある

いは原発の問題、そういうことについての回答が全く無いので、やはり湯河原としては少な

くとも他の方面に変更すべきだという考えを持っている。そういう話しが有るということは、

先程、教育長が話しておりました、あり方検討会に行かれた時に伝えて頂いていますか。 

教育長 もちろん、伝えました。 

委員長 それで、それについての、校長会あるいはあり方検討委員会からの回答というのは、ま

だ無い訳ですね。 

教育長 南海トラフの関係等について、湯河原町が非常に心配しているということは伝えました。

校長会としては、各学校に対して日光も含めて候補地を出して貰い、その中から方面を検討

していくというようなことは回答を貰っています。 

委員長 湯河原が言っていることは、離脱することが大前提ではなくて、新聞報道などで危険度

の高いと指摘されている方面については考え直すべきだということが趣旨ですから、その受

け入れがない場合には、湯河原としては離脱という形にならざるを得ないというような話し

をしたわけですので、そこの所が伝わっていれば、今後も検討はされるだろうと思います。

また、先程、教育長から話しがありましたが、８月の時期決定でも日光は間に合うが、来年

の５月の県の旅行団とは一緒には行けないだろうということでしょうか。 

教育長 県の旅行団の中には入るのですが、どの所に列車が配置されるか、何月に配置されるか、

５月の初旬から 11月の末まで旅行団の列車が走っていますから、今までのように５月・６月

の枠に入れるかどうかがわからないということです。 

委員長 時期はわからないけれども、８月の時期決定であれば、県の旅行団に入ることは間に合

うということですか。 

教育長 そういう話をしていました。 

委員長 他に皆さんの方から質問、ご意見等はありますでしょうか。 

委 員 質問等なし。 

教育長 一つ補足させていただきたいのは、下郡校長会の方と話しをしている時に、修学旅行に

関して湯河原町が下郡から外れるという形をとるということについて、非常に不安な表情で

おられました。結果的にどういう形になるかわかりませんけれども、下郡を抜けさせるとい

う委員長のお言葉でしたけれど、その言葉を伝えて、下郡の校長先生方が不安を抱いている

ことは事実です。 

委員長 組織としての離脱とか、そういうものへの不安を感じたということですけれども、もっ

と子ども達の安全への不安を持って貰うべきだろうなと私は思います。今のお話しを聞きま

して、３．１１の時に風評被害であるにも係わらず日光を取りやめた、そのくらいの不安感

を持った人達が、なぜ数字的にもっと高い率で危険だとされている方面を堅持していくのか、

そこに不安を持たない方がむしろ不思議で仕方がない。組織としての下郡のあり方がどうの、

こうのというよりも、子ども達の安全というのは、もっと前の問題じゃないかと私は思いま

す。 

委員長 いかがでしょうか。皆さんの方から他に何かありますか。 

小松委員 長時間バスに乗るということは、きっと電車に較べると事故のリスクというものは高

いと思いますので、子どもを送り出す側からすると心配なことだなと思います。 
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委員長 他には、何かありますか。 

委 員 特になし 

委員長 では、この件につきましては、皆さんのご意見もほぼ固まっていると思いますし、後は

校長会及び修学旅行あり方検討委員会からの回答や協議の内容等を知ることができなけれ

ば検討ができませんので、教育長も今日の内容を校長会等に伝える機会がありましたら伝え

ていただき、また、あり方検討委員会あるいは校長会の詳細な内容を報告していただいて、

今後、決定するまでは継続して協議していくということでお願いしたいと思いますが、それ

でよろしいでしょうか。 

委 員 全員異議なし 

委員長 それでは、その様にさせていただきます。では、次の協議事項に移りますが、ここで、

休憩を取りたいと思いますが、いかがでしょうか。 

委 員 全員異議なし 

委員長 それでは、暫時休憩し 11時 10 分から再開いたします。 

 

   （休憩 午前 11時 00 分から 11時 07 分） 

 

委員長 それでは、時刻より少し前ですが、皆さん揃いましたので再開させていただきます。次

の協議事項からは秘密会となります。よろしくお願いいたします。 

 

  ② 湯河原中学校の事故について（協議第７号） 

委員長 それでは協議第７号、湯河原中学校の事故について説明をお願いします。 

山浦課長 それでは、協議第７号、湯河原中学校の事故について説明します。 

    （資料に基づき、内容を説明） 

・ 資料の内容等について説明。 

委員長 以上で、協議第７号について終了いたします。続きまして議決事項に移ります。 

 

    ≪池田副主幹 入室≫ 

 

（３） 議決事項 

  ① 平成 25 年度要保護・準要保護児童・生徒の認定について（議案第９号） 

委員長 議案第９号、平成 25年度要保護・準要保護児童・生徒の認定について説明をお願いしま

す。 

池田副主幹 それでは、議案第９号、平成 25 年度要保護・準要保護児童・生徒の認定について説

明いたします。 

    （資料に基づき、内容を説明） 

    ・ 平成 25 年度申請者 新規 16 世帯 23名、継続 49 世帯 68名、計 67世帯 91 名 

    （審議の結果） 

    ・ 新規 15 世帯 21名、継続 49 世帯 68名を認定 

委員長 以上をもちまして、議案第９号、平成 25年度要保護・準要保護児童・生徒の認定につい

て終了します。ここで、秘密会を一度解いて、次の議案に移ります。 
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    ≪池田副主幹 退室≫ 

 

  ② 湯河原町いじめに関する調査委員会設置条例施行規則の制定について（議案第 10 号） 

委員長 議案第 10号、湯河原町いじめに関する調査委員会設置条例施行規則の制定について説明

をお願いします。 

山浦課長 それでは、議案第 10 号、湯河原町いじめに関する調査委員会設置条例施行規則の制定

について説明いたします。 

    （資料に基づき、内容を説明） 

   ・ ５月 23 日の臨時会で審議をいただき、６月 17 日の町議会で議決した湯河原町いじめ

に関する調査委員会設置条例に伴い、本議案の施行規則を制定するもの。 

   ・ 各条文について説明。 

委員長 ただいま、事務局から説明がありましたが、皆さんの方から、質問、ご意見等あります

でしょうか。 

委 員 質問等なし 

委員長 それでは、私から質問をします。第７条ですが、第１項では調査委員会は答申書を教育

委員会へ報告するとなっています。そして、第４項では調査委員会は答申書の内容を速やか

に公表するとなっています。そうすると、この答申書の内容については、調査委員会が公表

する立場にあるということですが、これは教育委員会が公表ではないんですか。 

岩本局長 そうですね。教育委員会の方が良いと思います。 

委員長 そうでないと、調査委員会はあくまでも教育委員会からの諮問機関としての会ですから、

例えば、発表の時に同席するのは良いにしても、教育委員会としての公表でないとおかしい

のかなと思います。 

岩本局長 わかりました。 

委員長 それでは、この部分は調査委員会ではなくて教育委員会に修正をお願いします。    

他に皆さんの方から、ございますか。 

委 員 特になし 

委員長 施行規則の公布はいつになるのですか。 

岩本局長 委員長の署名か決裁の後に公布しますので、２・３日の内にということでよろしいで

しょうか。 

石井委員 条例の方の公布はいつですか。議決が月曜日でしたが、即日公布ですか。 

岩本局長 議決から３日以内に送付されます。 

石井委員 そうすると、万一、条例より先に施行規則を公布してはおかしなことになるので確認

をお願いします。 

岩本局長 確認いたします。 

委員長 それでは、皆さんも、もう一度条文を確認していただいて、文言あるいはその他の部分

で気が付いた点がありましたら、事務局の方へ連絡をしていただきたいと思います。 

  現時点では、第７条第４項の部分を調査委員会から教育委員会へ修正することで決議したい

と思いますがいかがでしょうか。 

委 員 全員承認 
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委員長 それでは、議案第 10号、湯河原町いじめに関する調査委員会設置条例施行規則の制定に

ついては、一部第７条を修正し、承認されました。以上で議決事項を終了しその他に移りま

す。また、その他の案件につきましては、人事案件とプライバシーの問題等がございますの

で、これより秘密会とさせていただきます。 

 

（４） その他 

  ① 湯河原町民生委員推薦会委員の推薦について 

    ・ 協議の結果、推薦者１名を決定。 

  ② 児童・生徒の事故報告及び生徒指導等について 

    ・ 児童・生徒の事故報告及び生徒指導等の状況について報告 

  ③ その他 

    ・ 平成 25 年度 足柄下地区教科用図書共同採択協議会小委員会について 

       平成 27 年度に小学校、平成 28年度に中学校の教科用図書が採択替えとなるが、

年度毎に教育委員会で議決を行なう。 

    ・ 教育委員会の運営などに関する質問について 

       神奈川新聞社から依頼があった教育委員会の運営などに関する質問についての報

告及び回答案について説明。 

       回答案については、一部修正し回答することで了承。 

    ・ 教育委員会緊急時連絡網について 

       緊急時連絡網を配布 

    ・ 成人のつどいについて 

       来年の成人のつどいの会場については、例年どおり観光会館で実施することで了

承。 

    ・ 学校だより等の配布について 

学校だより等の配布について、各学校から各委員のメールへ直接配信することで

了承。ただし、容量の大きいものは、従来どおり紙面のものを定例会等において

配布する。 

    ・ 少年少女防火クラブの発足について 

       資料配布 

    ・ 地域福祉センターの移設について 

       地域福祉センターに入所している社会福祉協議会、たんぽぽ作業所等の移設計画

について説明。 

    ・ 児童・生徒数について 

       前回定例会で報告した５月１日現在の児童・生徒数についての案件で質問のあっ

た、湯河原中学校以外の中学校へ就学した生徒数、幼稚園及び保育園を経験して

いない小学校新入学児童数、城山学園の生徒で湯河原小学校へ通学している児童

の件について報告。 

小学生で湯河原町立の小学校以外の学校に就学している児童数について次回定例

会で報告する。 

    ・ 全国一斉学力テストについて 
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次回定例会で学力テストについて報告する。 

 

委員長 ８月の定例会の日程につきまして、皆さんのご都合をお伺いいたします。 

    《８月定例会の日程調整の結果》 

      ７月の定例会は、７月 19日（金）午前６時から、教育センターで開催 

      ８月の定例会は、８月 26日（月）午後６時から、教育センターで開催 

 

委員長 それでは、以上で終了したいと思います。本当に遅くまで、審議についてご協力をいた

だき、ありがとうございます。皆さんのおかげで、細かいところまで十分に審議ができたか

と思います。また、これから夏休みに向かいまして心配なこともいろいろ出てきたりするか

と思います。是非皆さんの方も学校教育、社会教育全般に目を配っていただき、子ども達の

健全な成長、そして町の教育振興のためにご尽力いただきますようお願いいたします。今日

は、本当に遅くまでありがとうございました。 

 

   （終了時間 午後１時 29 分） 

 


